




参 考 資 料

＜バス事業＞

内 容 実施年度 効 果 額

15年度以降、新規職員の採用を停止し、退職
者不補充により職員数を削減
（H19からH23で▲265人）
　 H19～H23 －

20年2月より、磯子・緑の２営業所のバス運行
業務を子会社へ委託

H19 －

本庁部門について、仕事の進め方を見直すこ
とで現場主義を徹底し、職員を15.1%削減

H21 １．２億円

車両整備業務を効率的に行い、執行体制を見
直すとともに滝頭・若葉台の２営業所を外部
委託化

H21,H22 ２．１億円

H19:150両→H20:180両→H21:256両
　　　　　→H22:220両→H23:222両
効果額@100千円/両(H19対比累計)

H19～H23 ０．３億円

バス乗務員の勤務時間管理を効率的かつ適正
な管理のため、運転業務を行った時間で管理
する乗務時間制から民間企業と同様の拘束時
間制へ移行するとともに１か月単位の変形労
働時間制を導入

H23 －

局採用者の給料表を、平成24年１月から現在
の給料表を段階的に最大６％引き下げ
新規採用者について、民間水準を考慮した新
たな給与体系とし、平成14年度を最後に停止
していた正規職員の新規採用を全職種で再開

H23 －

本庁業務の効率化

改善型公営企業としての交通局の経営改革内容（19年度～23年度）

項 目

職員数の削減

２営業所の
運行業務委託化

車両整備業務の
効率化

勤務体制の見直し

給与の引き下げと
新規採用再開

直営車検の拡大

H19 H20 H21 H22 H23 累計
職員数 1,429 1,275 1,249 1,186 1,164
対前年度増減 ▲154 ▲26 ▲63 ▲22 ▲265 

（4月1日人員比較）



＜地下鉄事業＞

内 容 実施年度 効 果 額

15年度以降、新規職員の採用を停止し、退職
者不補充により職員数を削減
（H19からH23で▲202人）
　 H19～H23 －

ホームドアの全駅設置やＡＴＯによる運転な
どの安全対策を実施し、19年12月よりブルー
ラインをワンマン運転化
（グリーンラインは開業時よりワンマン運
転）

H19 １１．８億円

駅業務の委託内容の拡充や委託駅数の拡大
（前年度対比　H20:＋72人、H21:＋10人、
　　　　　　　H22:＋18人、H23:＋７人）
(H19以降効果額累計)

H19～H23 １９．１億円

本庁部門について、仕事の進め方を見直すこ
とで現場主義を徹底し、職員を15.1%削減

H21 ２．３億円

保守作業職員の技術レベルの向上や技術の継
承を目的に現職員数の範囲内で外注業務の一
部を直営化
（H21:9事業→H22:14事業→H23:16事業）

H21～H23 １．９億円

平成19～21年度において、国の特例制度を活
用し、過去に借り入れた高金利（５％以上）
の企業債を繰上償還し、民間資金等による低
金利借換を実施
（平成22年度以降も制度が延長され、23、24
年度において追加実施予定）

H19～H21
H23

１７４．７億円

地下鉄乗務員の勤務時間管理を効率的かつ適
正な管理のため、運転業務を行った時間で管
理する乗務時間制から民間企業と同様の拘束
時間制へ移行するとともに１か月単位の変形
労働時間制を導入

H23 －

局採用者の給料表を、平成24年１月から現在
の給料表を段階的に最大６％引き下げ
新規採用者について、民間水準を考慮した新
たな給与体系とし、平成14年度を最後に停止
していた正規職員の新規採用を全職種で再開

H23 －

本庁業務の効率化

勤務体制の見直し

職員数の削減

地下鉄
ワンマン運転化

項 目

駅業務委託の拡充

地下鉄保守業務委託
の見直し

給与の引き下げと
新規採用再開

政府系資金の
補償金免除繰上償還
の実施

H19 H20 H21 H22 H23 累計
職員数 1,036 958 894 848 834
対前年度増減 ▲78 ▲64 ▲46 ▲14 ▲202 

（4月1日人員比較）
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